
金
滞
古
蹟
志
血
管
廿
五

配
流
之
者
-
云
々
。
と
見
b
た
る
長
次
郎
左
衛
門
尉
久
迩
は
、
若
し
く

は
信
連
の
二
男
た
る
此
木
長
氏
の
始
阻
注
ら
ん
か
。
失
男
・
な
り
し
ゅ

ゑ
に
、
次
郎
左
衛
門
尉
と
は
稽
す
る
怠
る
ぺ
し
。
さ
て
共
の
翌
年
た

る
建
長
四
年
八
月
十
四
日
一
門
寅
の
僚
に
、
放
生
命
御
会
宮
供
奉
人
の

中
に
、
長
内
左
衛
門
尉
・
長
三
郎
左
衛
門
尉
朝
漣
・
長
次
郎
左
衛
門
尉

議
連
と
あ
り
。
此
の
議
連
は
久
漣
と
若
し
同
人
な
ら
ば
、
前
年
謀
叛

人
露
邸
側
の
時
、
配
流
人
の
中
に
て
程
な
く
放
菟
せ
ら
れ
し
に
や
。
名

は
放
菟
の
後
改
稽
せ
し
か
、
又
は
今
本
の
害
損
陀
で
も
あ
ら
ん
か
。

倫
能
〈
迫
考
す
ぺ
し
。
長
谷
部
系
固
に
は
景
信
と
あ
れ
ど
、
此
の
系

聞
は
後
人
の
撰
越
な
れ
ば
不
v
詳
。
武
道
致
知
書
私
小
銃
に
云
ふ
。
長

九
郎
左
衛
門
の
内
、
関
・
中
村
・
問
屋
・
加
藤
と
申
四
段
之
次
第
、
問
屋

は
三
番
目
之
家
老
成
る
に
、
四
番
に
成
候
事
は
‘
或
時
加
藤
と
此
木

相
呑
之
節
.
其
頃
近
所
之
墓
所
に
化
者
有
v
之
由
沙
汰
仕
候
ゆ
ゑ
‘
加

藤
・
此
木
、
問
屋
に
耽
を
奥
へ
可
v
申
と
て
‘
此
木
頭
に
櫛
を
さ
し
、

限
に
は
廻
り
六
寸
許
の
か
ピ
み
を
結
び
付
け
、
口
に
火
を
く
は
へ
行

居
る
。
加
藤
、
問
屋
に
右
の
所
へ
行
得
問
敷
・
と
申
す
。
問
屋
、
何
と

て
左
様
の
所
へ
行
不
v
得
と
可
v
申
候
哉
と
申
し
行
〈
。
件
之
此
木
に

逢
ひ
.
刀
を
ぬ
き
二
つ
に
切
り
蹄
る
。
加
藤
不
審
に
候
故
、
何
者
に

依
長
三
郎
左
衛
門
尉
。
と
見
h
、
同
年
十
二
月
十
日
突
未
の
僚
に
、

将
軍
家
有
=
御
方
建
之
儀
吋
入
=
御
甲
斐
前
司
泰
秀
亭
吋
長
三
郎
左
街
門

尉
朝
遁
等
各
歩
行
。
候
昌
御
馬
左
右
吋
と
あ
り
。
ま
た
建
長
二
年
正
月

十
六
日
壬
午
の
僚
に
、
将
軍
家
御
昌
参
鶴
岡
八
幡
宮
↓
供
奉
人
長
三
郎

左
衛
門
尉
朝
連
。
と
見
h
、
同
四
年
八
月
十
四
日
丙
寅
の
僚
に
、
放

生
命
御
参
宮
。
供
奉
人
長
内
左
衛
門
尉
・
長
三
郎
左
衛
門
尉
朝
漣
・
長

次
郎
左
衛
門
尉
義
連
。
と
あ
り
。
右
次
郎
左
衛
門
尉
議
連
は
、
信
連

の
戎
男
に
て
此
木
長
氏
の
始
組
、
叉
三
郎
左
衛
門
尉
朝
連
は
、
信
連

の
三
男
に
て
上
野
長
氏
の
始
胞
な
ら
ん
か
。
此
の
時
代
は
、
皆
六
位

の
街
門
・
兵
衛
の
尉
に
補
せ
ら
れ
、
長
男
は
太
郎
左
衛
門
尉
、
次
男

は
次
郎
兵
衛
尉
、
三
男
は
三
郎
右
衛
門
尉
な
ど
h

稽
せ
り
。
但
し
長

谷
部
系
聞
に
、
信
連
の
長
男
を
ぽ
朝
蓮
と
た
し
、
二
男
此
木
の
長
が

砲
を
ば
景
信
と
し
‘
三
男
上
野
長
が
胞
を
ぽ
行
漣
と
記
載
す
れ
ど
、

此
の
系
聞
は
後
人
の
撰
越
せ
し
も
の
な
る
ゆ
ゑ
、
擦
と
す
る
に
足
ら

宇
。
叉
加
藤
系
譜
広
、
上
野
郵
正
は
御
家
子
上
野
之
凪
家
、
天
文
十

-
年
十
一
月
廿
五
日
石
塚
合
職
之
時
首
数
討
取
り
、
共
子
茜
七
郎
於
昌

水
越
-
職
死
、
嗣
子
無
v
之
‘
上
野
隼
人
三
男
跡
目
被
v
命
、
茜
七
郎
と

-x。
と
あ
り
。

金
調
停
古
蹟
志
巻
廿
五

O 

も
不
v
逢
候
哉
と
申
す
。
問
屋
何
哉
覧
居
申
ゆ
ゑ
切
り
侠
と
申
す
。
共

時
念
ぎ
行
き
見
れ
ば
、
共
通
り
た
り
。
則
そ
の
首
尾
あ
り
の
ま
与
に

申
上
ぐ
。
丸
郎
左
衛
門
辞
申
候
は
、
左
や
う
な
れ
ば
胡
腹
に
治
よ
ぽ

宇
と
て
何
事
も
な
し
。
さ
れ

E
も
此
木
一
門
庚
き
者
た
れ
ば
、
先
づ

人
仕
候
へ
と
て
、
年
久
殻
牢
入
、
子
の
代
に
蹄
参
す
。
依
桑
蹄
牢
参
-

て
加
藤
・
問
屋
に
成
申
事
。
と
あ
り
。
右
小
鏡
と
い
ふ
書
は
、
一
名

高
明
書
と
も
あ
り
て
、
能
州
に
て
の
奮
記
な
り
O

共
の
時
世
年
勝
記

械
な
し
と
い
へ
ど
も
。
長
家
能
殺
在
住
の
頃
な
る
古
き
停
穏
な
る
べ

し
。
此
木
氏
の
子
孫
、
明
治
底
藩
の
際
長
氏
に
改
稿
す
と
去
ふ
。

。
ょ
野
長
氏
侮
略

長
谷
部
系
聞
に
、
信
連
三
男
行
連
、
大
屋
庄
上
野
之
地
頭
。
と
あ
り
。

是
長
家
庶
流
五
家
の
一
家
也
。
上
野
は
鳳
至
郡
大
屋
庄
南
北
郷
の
邑

『野ザ

名
に
て
、
天
文
一
元
年
の
諸
橋
六
郷
甫
北
棟
数
注
文
民
、
三
間
上
野
と

見
b
、
今
も
上
野
村
あ
り
。
按
宇
る
に
、
東
鑑
に
‘
嘉
職
元
年
六
月

廿
九
日
庚
寅
将
軍
家
新
治
御
堂
御
参
詣
の
僚
に
、
長
三
郎
左
衛
門
尉

と
見
b
.
暦
仁
元
年
二
月
十
七
日
突
巳
将
軍
家
御
入
浴
随
兵
の
中
医

長
三
郎
左
衛
門
尉
‘
ま
た
寅
治
二
年
正
月
三
日
壬
子
の
僚
に
、
境
飯
・

以
後
。
将
軍
家
有
a
御
知
行
始
之
儀
吋
入
=
御
友
親
街
御
亭
吋
供
車
中
入
六

。
宇
留
地
長
氏
侮
略

長
谷
部
系
国
民
、
信
連
四
男
四
郎
某
.
大
屋
庄
字
留
地
之
地
頭
。
と

あ
り
。
是
も
長
家
庶
流
五
家
の
一
家
也
。
宇
留
地
は
‘
穴
水
来
週
寺

所
磁
臆
永
廿
八
年
九
月
三
日
池
田
掃
部
入
選
普
性
の
判
書
に
‘
穴
水

郷
内
字
留
地
山
崎
分
、
と
見
b
、
天
文
元
年
の
諸
橋
六
郷
甫
北
棟
数
注

-
H
W
，
 

文
に
、
十
四
冊
う
る
ち
と
あ
り
て
、
今
鳳
至
郡
大
屋
庄
南
北
郷
に
上

野
・
字
留
地
と
て
爾
村
並
び
あ
り
。
故
に
い
に
し
へ
信
連
の
三
男
・
四

男
兄
弟
に
奥
へ
ら
れ
た
り
し
と
聞
ゆ
。
接
宇
る
に
、
字
留
地
長
氏
の

始
組
は
、
東
鑑
嘉
蔵
元
年
六
月
廿
九
日
庚
寅
将
軍
家
新
進
御
堂
御
参

詣
の
僚
に
、
馬
一
疋
長
三
郎
左
衛
門
尉
・
同
四
郎
泥
街
門
尉
。
と
あ

り
。
是
上
野
・
字
留
地
雨
長
氏
に
て
、
信
連
の
三
男
・
四
男
左
り
し
ゅ

ゑ
に
、
三
郎
左
衛
門
尉
・
四
郎
左
衛
門
尉
と
は
稀
し
た
る
た
ら
ん
。

但
し
字
留
地
の
組
四
郎
左
衛
門
尉
は
共
の
後
波
し
た
る
か
、
此
の
以

後
共
の
名
見
b
や
。
寅
名
も
詳
か
た
ら
宇
。
叉
穴
水
来
迎
寺
所
磁
弘

安
元
年
十
月
の
寄
進
放
に
‘

事
a
寄
港
-
岡
地
之
事
。

合
四
百
苅
者
向
砧
同
町
宇
留
地
山
崎
方
、
此
内
百
苅
本
一
隼
供
花
。

右
件
之
岡
地
者
、
依
伊
有
昌
信
連
殿
御
前
馬
飛
之
出
勲
一
度
々
落
馬
候
閥
、




